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令和７年度版 佐賀県キャリア形成卒前支援プロジェクトの策定について
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２．令和７年度版 佐賀県キャリア形成卒前支援プロジェクトについて
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キャリア形成プログラム運用指針の改訂内容（令和3年12月1日付） 令和3年度第3回
地域医療対策協議会
資料（抜粋）



佐賀県キャリア形成卒前支援プランの策定方針

✓地域枠以外の学生も広く参加できるものに
偏りなく、対象を「地域枠だけ」にしない

ポイント１：対象者

ポイント２：内容

✓佐賀県への定着につながるものに
WHOが示した「医師の定着率向上のための介入領域」を踏まえ、プロジェクトを創設
【プロジェクト創設の視点】
A3：学生のときの地域医療の体験教育
A4：地域医療の課題に関するカリキュラム
D5：士気を高め、孤立させないための医師のネットワーク

ポイント３：学生主体

✓学生のニーズを反映し、楽しんで参加できるものに
将来的に学生が主体的に企画に関わる状況を作れないか

✓地域間・診療科間偏在の解消につながるものに
西部医療圏、特定診療科（産婦人科など）での実習機会を設けられないか
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令和3年度第3回
地域医療対策協議会
資料（抜粋）



佐賀県キャリア形成卒前支援プロジェクト内容決定のプロセス
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キャリア形成卒前支援プロジェクト内容決定については、県と医師育成定着支援センターで共同し、
対象学生へヒアリングを行いながら検討を行う。翌年度のプロジェクト内容について、地域医療対策
協議会へ意見聴取を行い、1月頃を目途に次年度プロジェクト内容を確定する。

時期
医師育成定着
支援センター

県
地域医療対策
協議会

４～11月

12月頃

1月頃

2～3月

４月～

振り返り（対象学生へのヒアリングも実施）
次年度プロジェクト検討
新規プロジェクト内容検討

プロジェクト
の実施

次年度プロジェクト内容
の意見照会

次年度プロジェクト内容の確定

新プロジェクト
の実施

次年度プロジェクト内容の報告

令和4年度第3回
地域医療対策協議会
資料（抜粋）

今
回
協
議
事
項



1．令和６年度の学生満足度調査について
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令和６年度の学生満足度調査について
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【目的】
毎年度、卒前支援プロジェクト対象者（令和５年度入学者～）に対しプロジェクト内容

についての満足度調査を行い、医学生からの意見をプロジェクト内容へ反映していく。

【調査対象者】

全５０名
・佐賀大学佐賀県推薦枠学生 ２４名
・長崎大学地域枠学生 １２名
・自治医科大学生 １４名

【調査項目】
✓令和６年度に実施した（実施している）７つのプロジェクトについての満足度
＜令和６年度実施のプロジェクト＞
①キャリア支援面談、②学外チューター制度、③地域医療セミナー・キャリア形成セミナー、
④臨床研修病院バスツアー、⑤基幹病院・中核病院実習、⑥夏期地域医療実習、
⑦西部医療圏等バスツアー

※診療科による勉強会は未実施のため項目から除外

✓上記プロジェクトについての意見・コメント等
✓今後参加してみたい内容



令和６年度の学生満足度調査結果について
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【各プロジェクトに対する満足度結果】

プロジェクト名 回答数 内訳 点数 【参考】
R5年度・点数

①キャリア支援面談 29名 とても満足している 22名
満足している 7名

4.76
（＋0.05）

4.71

②学外チューター制度 3名 とても満足している 1名
満足している 2名

4.33 -

③地域医療セミナー
・キャリア形成セミナー

2名 とても満足している 2名 5.0
（＋0.25）

4.75

④臨床研修病院バスツアー 3名 とても満足している 3名 5.0
（＋0.4）

4.6

⑤基幹病院・中核病院実習 5名 とても満足している 4名
満足している 1名

4.80
（-0.2）

5.0

⑥夏期地域医療実習 21名 とても満足している 16名
満足している 5名

4.71
（＋0.03）

4.68

⑦西部医療圏等バスツアー 5名 とても満足している 4名
満足している 1名

4.80 -

※自身の参加した各プロジェクトについて5段階評価で回答。

【夏期地域医療実習の様子】 【西部医療圏等バスツアーの様子】



令和６年度の学生満足度調査結果について
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【学生からの声】

（キャリア支援面談）

✓新しい情報を得ることができ、加えて将来のキャリアについて自分1人では思いつかなかったことまで考える
ことができた。

（学外チューター制度）

✓低学年の段階で医師の働く姿を間近で見ることができ、親身になってお話をしていただいた。

（地域医療セミナー・キャリア形成セミナー）

✓地域医療の現状や、将来のキャリアについて学ぶきっかけになった。

（臨床研修病院バスツアー）

✓短い時間ではあったが多くの病院を見学でき、病院見学に自分で行くきっかけになった。

（基幹病院・中核病院実習）

✓実際に地域医療の現場で働かれている先輩方のお話を聴くことで、キャリア形成についてより深く考えることが 
できた。

（夏期地域医療実習）

✓学外での活動を通して、実際の医療現場を目にすることで、将来なりたい自分をイメージでき、それを実現
するために勉強のモチベーションを上げることができた。

（西部医療圏等バスツアー）

✓実習を通して、どのような医師が働いているのか、どのような医療が行われているかを知ることができた。
✓同じ考えをもつ人やその場で働く方々のお話を聞いたり、医療について知ったりしていきたいと思った。

→いずれの取り組みも学生から比較的高い満足度を得ている。
次年度以降も引き続き上記の取り組みを継続していきたい。



令和６年度の学生満足度調査結果について

9

【今後参加してみたいもの】

項目 回答数
（複数選択可）

次年度プロジェクトへの反映等

臨床研修先の選び方 16名 ・キャリア形成セミナーでの説明に加え、勤務先を選ぶヒントとな
る情報提供を行う。

・面談の際、引き続き研修病院情報を伝える。

専門研修・診療科の概要 12名 ・キャリア形成セミナーや各診療分野の講義の中で診療科の紹介を
加えられるよう医局と調整する。

県内医療機関の情報 9名 ・引き続き、県内医療機関を見学するツアー等を開催する。

県内の若手・中堅医師による勉強
会・交流会

12名 ・地域枠について考える会を企画し、同地域枠先輩医師との交流の
機会を設ける。

他大学の医学生との勉強会・交流会 20名 ・現行のイベントの中で他大学同士で関わる仕掛けを継続する。

【訪問してみたい医療機関】

✓県内の保健福祉事務所
✓佐賀大学医学部附属病院（特に自治医大・長大学生が希望）
✓伊万里有田共立病院

※既存のイベントで今年度訪問した医療機関については記載省略。

訪問したい理由を学生に確認し、
大学での実習先や夏期実習先と
して検討を行う。



卒前支援プロジェクト以外での医学生との関わり
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【佐賀バルーナーズ観戦交流会】

（目的）

【各大学懇親会】

（佐賀大学）

（長崎大学）

（自治医科大学）

年１回（５月頃）、学生主導にて佐賀県推薦枠入学者歓
迎会を実施している。
この場に、同枠卒業医師をお誘いし、卒業医師と在学生

との交流の場となっている。

年２回大学を訪問し、佐賀県枠
学生全員とキャリア面談をってい
る。
その後、全員での懇親会を実施
し、学生同士の繋がり・我々と学
生との繋がり作りを行っている。

年２回大学を訪問し、キャリ
ア面談を行っている。
その後、懇親会を実施し、学

生・室職員・センター医師・大
学所属の佐賀県自治卒医師との
繋がり作りを行っている。

佐賀大学生（一般枠・地域枠）を対象に①SAGAアリー
ナでのプロバスケ（バルーナーズ）試合観戦を通した地
元愛の形成、②学生同士・県内で働く先輩医師との懇親
会を通した人脈作りを行う。

（内容）

第１部 バルーナーズ試合観戦
第２部 懇親会

（R5年度）

参加者
・佐大学生28名（一般枠22名、県推薦枠３名、佐賀県枠３名）
・県内医師４名

第1部：観客席での観戦 第2部：懇親会

※R6年度は、長大佐賀県枠学生も参加できるように調整予定。
また、同イベントについて研修医対象としたものも実施予定。



２．令和７年度版 佐賀県キャリア形成卒前支援プロジェクトについて
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佐賀県健康福祉部医務課

医療人材政策室

令和７年度版 佐賀県キャリア形成卒前支援プロジェクト（案）

令和７年●月●日

佐賀県医師育成・

定着支援センター

佐賀県キャリア形成プログラム（別紙）
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佐賀県キャリア形成卒前支援プランの概要
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１．目的

・地域医療へ貢献する意思を有する学生に対し、地域医療や将来の職業選択に対する意識の涵養を図る

・対象学生が学生の期間を通じて、地域医療に貢献するキャリアを描けるように支援する

２．対象者

（１）地域枠学生／佐賀県医師修学資金等貸与条例に基づき貸与を受けた者

（令和５年度以降に入学した学生に限る）

（２）自治医科大学学生／自治医科大学医学部修学資金貸与規程に基づき貸与を受けた者

（平成５年度以降に医学部に入学した学生で佐賀県が第１次試験において選抜した者に限る）

（３）その他、プランの適用を希望する者

３．卒前支援プロジェクト

佐賀県が、佐賀大学医学部に設置した「医師育成・定着支援センター」等と連携しながら、大学６年間を通
じて、対象学生が将来従事する地域と接する機会を提供するため、卒前支援プロジェクトを実施する

４．対象期間

入学時又は当該プランへの適用の同意を得たときから卒業時まで
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✓県内の学生・医師のキャリアコンサルティング等を実施する「佐賀県医師育成・定着支援センター」を佐賀大学
医学部に設置
✓専任医師（キャリアコーディネーター）が学生の入学後の大学生活や卒業後の勤務・キャリア形成を一貫して
サポート

佐賀県医師育成・定着支援センター

【キャリア支援サイト】

【場所】

【地域医療支援センター（外観）】

佐賀大学鍋島キャンパス 地域医療支援センター棟２F

✓医師を目指す医学生及び佐賀で働く医師を支援するための
サイトを開設しています！

こちらから確認いただけます！

↑

※鍋島キャンパス正面入り口を入ってすぐ右側。



学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

個別
支援

講義
勉強会

見学

実習
※参考

【大学】地域医療実習⑥【センター／県】 夏期地域医療実習

【センター／大学】
基幹病院・中核病院実習

①【センター／県】 キャリア支援面談

③【センター／大学】 地域医療セミナー

③【センター／大学】 キャリア形成セミナー

⑤【センター／県】 臨床研修バスツアー

卒前支援プロジェクトの全体像

既存 R6調整

④【センター】 診療科による勉強会
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⑦【センター／大学】西部医療圏等での病院実習

【参考】R6年度版

②【センター／大学】学外チューター（alumni tutor）



学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

個別
支援

講義
勉強会

見学

実習 ※参考
【大学】地域医療実習⑤【センター／県】 夏期地域医療実習

【センター／大学】
基幹病院・中核病院実習

①【センター／県】 キャリア支援面談

③【センター／大学】 地域医療セミナー

③【センター／大学】 キャリア形成セミナー

④【センター／県】 臨床研修バスツアー

卒前支援プロジェクトの全体像

既存 R7調整
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⑥【センター／大学】西部医療圏等での病院実習

【案】R7年度版

②【センター／大学】学外チューター（alumni tutor）

⑦【センター／県】地域枠について考える会【新規】



卒前支援プロジェクト①

①キャリア支援面談

○対象

佐賀大学学生、長崎大学学生、自治医科大学学生／１～６年生

○開催回数

年１回以上実施（１名あたり）

○開催方法

原則、個別で実施

○内容

学生生活や将来の進路などについて、キャリアコーディネーターが面談

必要な助言や支援を実施

面談後に本人が積みたい経験など
をまとめた個別のキャリアプランを
作成
⇒本人・キャリアコーディネーター・
専門研修管理者（入局先決定済の
場合）で確認
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卒前支援プロジェクト②

②学外チューター（alumni tutor）制度

○対象

令和５年度以降の佐賀大学生（佐賀県推薦入学生）

○チューター

県内の地域医療の最前線で勤務する佐賀大学医学部OB・OG医師

（R5年10月末時点で2名。）

○実施時期

年間を通して実施。

○内容

県内の地域医療の最前線で勤務する医師の下で、地域医療見学・実習を行う。

また、県内医師との繋がりづくりの場とする。
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③地域医療セミナー/キャリア形成セミナー

○対象

佐賀大学学生／１～６年生

⇒プラン同意者だけでなく、全学生が聴講するよう調整

○開催回数

年５回程度

○開催方法

対面 or オンライン

○内容

臨床研修や地域医療に対する理解を深めるためのセミナーを実施

〔テーマ例〕
  ・臨床研修病院の選び方

大学病院、市中病院の研修の違いなど
⇒行き過ぎた市中病院志向に歯止めを

  ・臨床研修後のキャリアイメージ
   診療科選択のポイント など
⇒理想の医師像を改めて考える機会に

・ワークライフバランス
⇒ライフプランを考える機会に

卒前支援プロジェクト③

19
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④臨床研修バスツアー

○対象

佐賀大学学生、長崎大学学生、自治医科大学学生／１～５年生

○開催回数

年１～２回

○内容

複数の基幹型及び協力型研修病院を見学し、各病院が担う役割、特長、研修内容、強みに

ついて知る機会としてバスツアーを実施

〔企画例〕

 ・院内見学

 ・研修担当者によるプログラム紹介

 ・現役研修医等との意見交換会

※県外から参加する際の旅費補助制度を創設予定
○補助対象者

バスツアーに参加する県外在住医大生

○補助率 10/10
○上限

   九州内：20千円

   九州外及び沖縄県：４0千円

卒前支援プロジェクト④



卒前支援プロジェクト⑤

⑤夏期地域医療実習

○対象

佐賀大学学生、長崎大学学生、自治医科大学学生／１～４年生

○開催回数

年１回、２-3日

○内容

３大学合同で開催し、異なる大学の学生間の意見交換・共有の場を設けるとともに、

佐賀の医療現場で活躍する医師等について認識を深め、卒後のイメージを掴む

〔企画例〕

  ・基幹病院、離島・山間部の診療所での実習

  ・学生間・現役医師との意見交換会、グループディスカッション
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卒前支援プロジェクト⑥

⑥西部医療圏等での病院実習

○対象

佐賀大学学生１～６年生

○開催回数

年１回、1日

○内容

県内で比較的医師が少なく、医師確保が必要な地域（特に西部医療圏）で活躍する医

師等についての認識を深めるとともに、地域の魅力について触れるきっかけづくりを

行う。

（正規カリキュラム「地域枠入学生特別プログラム」にて実施）

〔企画例〕

  ・医療機関での実習

  ・地域の最前線で働く現役医師との意見交換会、グループディスカッション
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卒前支援プロジェクト⑦

⑦地域枠について考える会【新規】

○対象

佐賀大学学生１～６年生

○開催回数

年１回、1日

○内容

地域枠学生同士で集まり、地域枠学生としての不安・自分の将来について話をする場

を設ける。また、同地域枠の医師として働く医師にも参加してもらい、自身のキャリア

イメージを考える場とする。

〔企画例〕

  ・地域枠学生同士でのグループディスカッション

→地域枠としての悩みや不安の解消へと繋ぐ。

  ・地域枠医師との意見交換会

→将来のキャリアイメージを掴んでもらう。
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